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第 100 期決算発表 

平成 28 年 6 月 13 日 

 
 
 

平成 27 年度の事業方針 
 
 平成 27 年度は、理事長方針として『心づくしの営業スタイルを磨きあげる』を掲げ、あ

らゆるお客さまのライフステージに合わせた、心づくしのサービスがお届けできるように、

お客さまに向き合う姿勢の革新に取り組んでまいりました。 

 また、新たな三カ年計画「更なる 100 年・新たな金融スタイルの確立へ 2015-2017 ～

こころづくしの金融サービス～」の初年度として、お客さまお一人おひとりのニーズに最

適なサービスをご提供するための態勢づくり、地域の付加価値向上に資するための人材育

成や生産性向上による経営基盤の更なる強化など、地域社会の持続的な発展に貢献する努

力をしてまいりました。 

 そして、本年は大正 5 年 5 月 10 日に当金庫の母体となる有限責任根室信用購買販売組合

が設立されてから 100 年の節目の年となります。この 100 年の間には、様々な時代の変化

がありましたが、当金庫にご縁をいただいた地域の皆さまとともに乗り越えてくることが

できました。100 年前に「相互扶助」の精神から誕生した創業の想いを胸に、地域の更な

る発展へ貢献すべく、次の 100 年に向けて役職員一丸となって経営努力を進めてまいります。 

 

平成 28 年 3 月期決算の概要 
 
１．預金、貸出金、有価証券（末残）の状況 

（単位：百万円） 

 第 98 期 
平成 26 年 3 月期 

第 99 期 
平成 27 年 3 月期 

第 100 期 
平成 28 年 3 月期 

預 金 残 高 302,563 306,247 317,785 (+3.76%) 

貸 出 金 残 高 134,095 135,616 137,509 (+1.39%) 

有 価 証 券 残 高 107,945 126,767 143,762 (+13.40%) 

総 資 産 額 331,048 335,484 349,357 (+4.13%) 

 
預金積金残高は、利用者の皆さまから多く

のご支持をいただいた結果、平成 28 年 3 月

末で、前年より 115 億円増加し、3,177 億円

（＋3.76％）となりました。 

 貸出金残高は、平成 28 年 3 月末で、前年

より19億円増加の1,375億円となりました。 

 医療や介護関係、太陽光発電など再生エネ

ルギー分野や農商工連携などのいわゆる成

長分野のお手伝いのほか、水産食品製造分野

の工場設備投資のご支援など、地元企業の皆 

 

「平成 28 年 3 月期決算概況」 
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さまをサポートさせていただくために、積極的な取組みを行ってまいりました。 

 また、平成 27 年 3 月に中標津町に開設したりんどう支店、平成 27 年 7 月に開設した札

幌支店の効果も着実に出てきています。 

 地方公共団体向けの貸出は前年比 3,775 百万円の減少となりましたが、一般利用者向け

の貸出は 5,069 百万円増加の 97,145 百万円となりました。 

 今後もお客さまの課題やお困りごとに向き合い、心づくしの金融サービスがお届けでき

るように努めてまいります。 

 
２．利益関連指標 

（単位：百万円） 

 第 98 期 
平成 26 年 3 月期 

第 99 期 
平成 27 年 3 月期 

第 100 期 
平成 28 年 3 月期 

経 常 収 益 5,557 5,356 5,698 (+6.38%) 

業 務 純 益 1,300 1,164 980 (△15.83%) 

経 常 利 益 1,140 1,109 992 (△10.54%) 

当 期 純 利 益 656 728 749 (+2.83%) 

 

 

経常利益は 992 百万円となり、最終の当期

純利益は 749 百万円となり、安定的な収益を

確保することができました。 

 

 

３．自己資本比率 
 

健全性の指標である自己資本比率は、地方

公共団体向け貸出が減少する一方、一般貸出

が増加したことに伴い、27.96％となりまし

た。自己資本額は 25,038 百万円と、前年の

24,281 百万円から 757 百万円の増加となり

ました。 

自己資本の厚みは、出資金のほか、内部留

保の積み重ねがもととなっており、今後の経

営環境の変化にも積極的に対応できる水準

にあります。 
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６．不良債権額（金融再生法ベース） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不良債権比率は 6.39％と前年比 0.45 ポイント改善しました。保全率（担保・保証およ

び貸倒引当金によりカバーされる割合）は 98.60％と、前年比 0.16 ポイント低下しました

が、引き続き高い引当率を保っています。 

 

 

７．金融円滑化に向けた取組み 

区分 債権数 
（件） 

債権額 
（百万円） 

実行 実行率 
件数 

（件） 
金額 

（百万円） 
件数 

（％） 
金額 

（％） 
中小企業 
向け貸出 3,819 40,115 3,770 39,662 98.7 98.9 

住宅資金 
貸出 74 521 71 504 95.9 96.7 

合  計 3,893 40,636 3,841 40,166 98.7 98.8 

 

地域の中小企業および個人のお客さまへの安定した資金供給は、事業地域が限定された

協同組織金融機関である信用金庫にとって、最も重要な社会的使命です。 

 中小企業者等金融円滑化法は平成 25 年 3 月 31 日をもって終了いたしましたが、当金庫

では、お客さまからの資金需要や貸付条件の変更等のお申込みがあった場合には、これま

でと同様に、お客さまの抱えている問題を十分に把握したうえで、その解決に向けて真摯

に取り組んでまいります。 

 

 

８．第 101 期（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月）の主な取組み 
 平成 28 年度は、理事長方針として「創立 100 周年、感謝と新たな誓い」を掲げ、大正 5

年 5月 10日の創立からこれまで多くのご縁を賜りました地域のお客さまと先達の役職員の

ご尽力に感謝を捧げ、未来へ向けて、多くのお客さまに心づくしの金融サービスがお届け

できるように邁進してまいります。 

 

（１）地域の環境変化に対する継続的対応 
 地元経済の基幹産業である水産業に大きな影響を与えうる、ロシア 200 海里内における

719  7,957  
218  

破産更生債権等 危険債権 要管理債権 

8,895 
（単位：百万円） （ ）内は第99期（平成26年度） 

（9,407） 

（732） （8,425） （249） 
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サケ・マス流し網禁止法への対応として、昨年創設した緊急融資制度による円滑なサポー

トと相談体制の維持・継続を行ってまいります。 

また、羅臼町における刺し網漁業縮減の問題、酪農業を取り巻く離農や TPP といった地

域環境の変化に対する問題についても、地元の皆さまのお悩みごとに真摯に向き合い、そ

して、地元信用金庫だからこそできる質の高い情報提供など、機敏な対応を取ってまいり

ます。 

 

（２）事業承継・資産承継に対するご相談体制の充実～信託契約代理業務の取扱開始 
 高齢化社会の進展や企業を取り巻く事業環境の変化とともに、個人資産の承継や事業承

継に関するお客さまの関心・ニーズが高まっています。 

これら課題への対応として、当金庫では昨年度設置したプレミアムサポートセンターが

中心となってご相談にお応えしています。 

平成 27 年度は、事業承継関連のご相談 34 件、相続・遺贈等の資産承継については 17 件

のご相談にお応えしています。 

平成 28 年度は、社会的な要請が高まっている当分野に対して、より一層踏み込んだご提

案ができるように、株式会社りそな銀行と信託契約代理業務に関する委託契約を締結し、

北海道財務局より平成 28 年 5 月 16 日付で信託契約代理店の登録を受けました（登録番号：

北海道財務局長（代信）第 11 号）。本登録を受け、当金庫では、①遺言信託、②遺産整理

（相続代行サービス）、③自社株承継信託の取扱いを平成 28年7月1日より開始いたします。 

取扱店舗は当面の間、札幌支店のみとなりますが、今後、長期的目線に立って信託業務

の知見を有する職員の育成を進めていくことで、取扱店舗の拡充を図ってまいります。 

 なお、平成 28 年 5 月 16 日時点で、東北以北において信託契約代理店の登録を受けた信

用金庫は当金庫が初めてとなります。 

今後も、正確で質の高く、親身なご相談体制を一層充実してまいります。 

 
 
９．第 100 期（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月）の TOPICS 
 
平成 27 年 

4 月 

●地方創生総合戦略の策定支援のため、根室市に職員を派遣 

●中小企業支援の質的向上を目的に、信金中央金庫に職員を

派遣 

5 月 

●駅前支店 40 周年記念イベント「ねむろ駅前通り懐かしの

写真展」を開催 

●株式会社北洋銀行と「債権流動化に関する業務提携契約」

を締結 

●第 14 回根釧台地金融経済懇談会を開催 

6 月 

●第 99 期通常総代会を開催 

●「光れ！道東いいものセレクション」商談会を開催（主催：

株式会社東武、大地みらい信用金庫） 

7 月 

●経営改善・企業再生支援および新規創業支援等への対応力

強化のため、（一般社団法人）中小企業診断協会北海道と

業務提携契約を締結 

●ロシア 200 海里内のサケ・マス流し網漁禁止法案の成立へ

「光れ！道東いいものセレクション」 
商談会（H27.6.25） 

根室＆釧路いいところフェア 
（H27.7.21～8.31） 
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の対応として、「サケ・マス水揚減少の影響に関する相談

窓口」を設置 

●「北洋サケ・マス水揚減少対策特別資金」を創設 

●地域環境変化対策資金「みらいの扉」を創設 

●当金庫 23 店舗目となる札幌支店を札幌市に開設 

●札幌駅前通地下歩行空間（チ・カ・ホ）に根室・釧路管内

2 市 10 町 1 村の自治体と「根室＆釧路いいところフェア」を

開催 

●2015 年ディスクロージャー誌の発行（平成 27 年 3 月期開

示） 

8 月 

●札幌医科大学との連携協定事業「第 3 回メディカル・カフェ 

with 大地みらい信用金庫」を本店で開催 

●根室・釧路管内 2 市 10 町 1 村の外国語表記観光パンフレ

ットを発行 

●経営内容の四半期開示実施（平成 27 年 6 月期） 
9 月 ●水産物・食品輸出商談会 in 根室に参加（主催：根室市） 

10 月 

●釧路町と「まち・ひと・しごと創生 釧路町総合戦略に係

る包括的地域連携に関する協定」を締結 

●直木賞作家の桜木紫乃氏をお招きし、トークショーを開催

（本店） 

11 月 

●チェロ奏者土田英順氏による第285回東日本大震災復興支援

チャリティコンサートを開催（釧路市 コンサートホールUrari） 

●第 15 回根釧台地金融経済懇談会を開催 

●「食＆農」こだわりの逸品展示会 2015（静岡県沼津市 プ

ラサヴェルデ）に参加 

●経営内容の半期開示実施（平成 27 年 9 月期。半期ディス

クロージャー誌の発行） 

12 月 

●道東エコツーリズムアイランド構想キックオフフォーラ

ムを根室市総合文化会館で開催（JTB 北海道、根室市、大

地みらい信用金庫共催） 

平成 28 年 

1 月 

●株式会社 ACT NOW および株式会社北海道新事業創造プラザ

と「クラウドファンディング活用による地域での新事業発

掘のための連携協定」を締結 

●通帳発行なしの WEB 口座「みらいネット」の取扱いを開始 

●「東北海道６金庫合同『食の商談会 2016』in 釧路」を開催 

2 月 

●「おいでよ釧路・根室！魅力大発見フェスタ」を開催（新

千歳空港ターミナルビル） 

●大地みらい信用金庫創立 100 周年事業、大地みらい基金創

立 30 周年事業「大地みらいセミナー」（星野リゾート代

表・星野佳路氏講演会『「観光立国」への道』）を開催（ANA

クラウンプラザホテル釧路） 

●経営内容の四半期開示実施（平成 27 年 12 月期） 
3 月 ●創立 100 周年記念感謝企画マイカーローンおよび教育ロ

第 3 回 メディカル・カフェ 
with 大地みらい信用金庫 

（本店）（H27.8.7） 

直木賞作家 桜木 紫乃氏 
「霧（ウラル）」発刊記念トークショー 

（本店）（H27.10.26） 
 

富士山・東北海道ビジネス 
マッチング「食＆農」こだわりの 

逸展示会 2015（静岡県） 
（H27.11.19） 

 

クラウドファンディング活用による 
地域での新事業発掘のための連携

協定調印式（H28.1.18） 
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ーン「新生活応援プラン from One」を発売 

●「FOODEX JAPAN2016」（千葉県・幕張メッセ）に KONSEN（根

釧）魅力創造ネットワークとして 18 企業・団体が出展 

●羅臼支店開設 60 周年記念事業「知床羅臼写真コンテスト」

を開催 

●創立 100 周年記念感謝企画第 2 弾「無担保住宅ローン」を

発売 

●地域の歴史・文化を紹介する、ふるさとポケットガイドブ

ックを発刊 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜本資料の記載事項に係るお問い合わせ＞ 

 大地みらい信用金庫 

経営企画部 

担当：伊藤、三原、岸部 

 TEL：0153-24-4102 

FAX：0153-24-2801 

 

東北海道 6 金庫合同 
「食の商談会 2016 in 釧路」 

（H28.1.16～27） 
 

おいでよ釧路・根室！ 
魅力大発見フェスタ（新千歳空港） 

（H28.2.5～2.11） 
 

「大地みらいセミナー」 
星野リゾート・星野代表による講演会 

（H28.2.5～2.11） 
 

FOODEX JAPAN 2016 
（H28.3.8～3.11） 

 


